
その他の主な内容

お知らせ・ガイド

連載コーナー①

連載コーナー②
　熱中・夢中／おらほのたから

 こへび隊・サポーター通信／想史創愛
 キラメキワーカーズ

ジュニア芸術祭
22
24

12

16
17

ピックアップニュース
6

10
11

15

 第67回 十日町雪まつり
 十日町市防災基本条例の施行
 新潟県自殺対策強化月間のお知らせ

情 報 を 伝 え る 　 魅 力 が 伝 わ る 　 十 日 町 市 を も っ と 好 き に な る情 報 を 伝 え る 　 魅 力 が 伝 わ る 　 十 日 町 市 を も っ と 好 き に な る

と お か ま ち報市

情 報 を 伝 え る 　 魅 力 が 伝 わ る 　 十 日 町 市 を も っ と 好 き に な る

と お か ち No.263

情 報 を 伝 え る 　 魅 力 が 伝 わ る 　 十 日 町 市 を も っ と 好 き に な る情 報 を 伝 え る 　 魅 力 が 伝 わ る 　 十 日 町 市 を も っ と 好 き に な る

No.263No.263

平成28年 3月10日号
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2016

タウントピックス

地
域
で
守
る
美
人
林

松
之
山
地
域
特
集

（
２
〜
５
ペ
ー
ジ
）

特集
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「
　 

人
」が
続
く

　
美
人
林
は
、
松
之
山
地
域
の
下
川
手

集
落
に
あ
る
約
３
へ
ク
タ
ー
ル
の
ブ
ナ

林
で
す
。
大
正
末
期
、
こ
の
林
の
ブ
ナ

は
木
炭
に
す
る
た
め
す
べ
て
伐
採
さ

れ
、
一
面
の
原
野
と
な
り
ま
し
た
。
翌

年
、
伐
採
さ
れ
た
ブ
ナ
が
残
し
た
種
子

や
若
木
が
一
斉
に
芽
生
え
、
そ
の
後
、

地
域
の
人
た
ち
に
よ
る
間
引
き
や
間
伐

が
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
昭
和
50
年
代

か
ら
、
ブ
ナ
の
立
ち
姿
が
美
し
い
こ
と

か
ら
「
美
人
林
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に

な
り
、
森
林
浴
の
場
と
し
て
整
備
が
始

ま
り
ま
し
た
。

会
の
活
動
は
、
春
と
秋
の
年
２
回
の

清
掃
を
中
心
に
、
間
伐
な
ど
の
保
全
作

業
も
し
て
い
ま
す
。
５
年
ほ
ど
前
か
ら

は
松
之
山
自
治
振
興
会
と
の
協
働
で
の

作
業
も
始
ま
り
ま
し
た
。
昨
年
は
ブ
ナ

を
選
定
し
て
伐
採
し
、
チ
ッ
プ
に
し
て

林
に
還
し
ま
し
た
。

会
員
の
中
に
は
高
齢
に
な
っ
た
人
も

い
ま
す
が
、
元
気
な
う
ち
は
活
動
を
続

け
よ
う
と
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
。
一
般

美
人
林
の
な
り
た
ち

こ
の
風
景
を
守
り
、
残
し
た
い

明治末期：農業用水のた
め池が作られる

大正末期：土地の所有者
がすべてのブナを伐採。

その後、種

　　　　　子による芽生
えや若木の成長が始まる

昭和30年頃：農道として
掘
ほりわり

割がつくられる

昭和50年代：「美人林」
という名で呼ばれ始める

昭和59年：下川手集落を
中心に森林浴の場として

整備が始まる

昭和62年：美人林で成人
式が行われる

平成８年：美人林コンサ
ートを初開催（現在まで

に５回開催）

平成27年：「わしらの芸
術祭」を開催

～美人林のあゆみ～

【美人林を守る会】

　昭和59年、土地の所有者

約20人を中心に結成。毎

年２回、清掃や保全活動を

している。平成26年には、

長年の活動が評価され「第

38回全国育樹祭　ふれあ

いの森
も　り

林づくり理事長賞」

を受賞。

【緑の少年団】

　松之山小学校では、約20

年前に「緑の少年団」が発

足。小学校に隣接する林の

管理や、松之山地域全体の

自然を大切にする活動を実

施。美人林では、毎年春と

秋の２回、枝やごみを拾い

集める清掃をしている。

松
之
山
地
域
特
集

松
之
山
地
域
特
集

地
域
で
守
る
美
人
林

松
之
山
地
域
特
集

地
域
で
守
る
美
人
林

地
域
で
守
る
美
人
林

特集

地
域
で
守
る
美
人
林

地
域
で
守
る
美
人
林

　十
日
町
市
の
木
「
ブ
ナ
」。

　市
内
に
多
く
あ
る
ブ
ナ
林
の
中
で
も
、

息
を
の
む
美
し
さ
で
全
国
に
知
ら
れ
る
林
、

そ
れ
が
美
人
林
で
す
。

　か
つ
て
は
名
も
な
い
ブ
ナ
林
が
、
今
で

は
年
間
10
万
人
が
訪
れ
る
観
光
地
と
な
り

ま
し
た
。

　本
特
集
で
は
、
美
人
林
を
守
る
人
の
思

い
と
、
そ
の
魅
力
を
お
伝
え
し
ま
す
。

人
」が

美

理わ

由け

美
人
林
は
、
林
の
中
を
自
由
に
散
策
で
き
る
こ
と
が
魅
力
で
、
全
国
か
ら
の
観
光
客

に
喜
ば
れ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
一
方
で
、
土
が
踏
み
固
め
ら
れ
る
こ
と
で
成

長
が
衰
え
た
り
、
ブ
ナ
の
過
密
状
態
か
ら
光
が
遮
ら
れ
、
枝
葉
が
枯
れ
た
り
し
て
い
ま

す
。
そ
れ
で
も
、
美
し
い
立
ち
姿
を
持
続
し
、
観
光
客
を
魅
了
す
る
の
は
、
た
く
さ
ん

の
人
の
手
に
よ
る
保
全
活
動
が
あ
る
か
ら
で
す
。の

参
加
者
も
少
し
ず
つ
増
え
て
き
て
い

ま
す
。

美
人
林
は
90
年
の
歳
月
を
か
け
て
現

在
の
風
景
に
な
り
ま
し
た
。
春
は
芽
吹

き
、
夏
は
木
陰
の
涼
、
秋
は
紅
葉
、
冬

は
枝
に
着
く
雪
の
輝
き
な
ど
、
四
季
そ

れ
ぞ
れ
の
表
情
に
魅
力
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
こ
の
風
景
を
守
り
残
し

て
い
き
た
い
で
す
。

美人林を守る会

会長　田邊 さん
　　　（下川手・65歳）

美
人
林
に
来
て
く
れ
る
お
客
さ
ん
の

笑
顔
を
想
像
し
な
が
ら
活
動
し
て
い
ま

す
。自
分
た
ち
が
き
れ
い
に
し
た
林
に
、

た
く
さ
ん
の
人
が
来
て
く
れ
る
こ
と
が

う
れ
し
い
で
す
。

緑の少年団

竹内 堅
けんせい

生さん
（松之山小６年）

松之山地域特集

地域で守る美人林
松之山地域特集特集

In
te

rv
ie

w

笑
顔
を
想
像
し
な
が
ら
活
動

地
域
で
守
る
美
人
林●問合

せ
＝
松
之
山
支
所
地
域
振
興
課

　
　
　
　
　☎
５
９
６

｜

３
１
３
１
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　美人林に隣接した、参加体験型の地域

活性化拠点施設です。地域の自然と人と

の関わりや、生物多様性など自然のしく

みやめぐみなどを、見て・触れながら詳

しく学ぶことができる科学館です。美人

林などのブナや森の仕組みや楽しみ方も

学ぶことができます。里山探検など、美

人林を会場にした観察会も開催してい

ます。
問☎025-595-8311

ハイキング/
スノーシュー 探鳥会

市
内
に
は
、
美
人
林
の
よ
う
に
人
の

手
で
作
ら
れ
た
ブ
ナ
林
が
広
く
分
布
し

て
い
ま
す
。特
に
私
有
地
の
ブ
ナ
林
は
、

か
つ
て
薪
や
炭
な
ど
を
得
る
た
め
の
薪

炭
林
と
し
て
利
用
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
現
在
で
は
そ
の
価
値

が
な
く
な
り
、
豪
雪
地
の
自
然
資
源
と

し
て
の
活
用
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
課
題
を
受
け
、キ
ョ
ロ
ロ
で
は
、

県
内
の
大
学
・
森
林
組
合
・
製
材
所
・

家
具
メ
ー
カ
ー
・
木
工
お
も
ち
ゃ
工
房

な
ど
と
協
力
し
、
新
た
な
ブ
ナ
林
業
を

展
開
し
な
が
ら
ブ
ナ
材
を
活
用
す
る
取

組
み
を
始
め
ま
し
た
。
こ
の
ブ
ナ
材
を

こ
れ
ま
で
観
光
資
源
と
し
て
注
目
さ

れ
て
き
た
ブ
ナ
林
で
す
が
、
近
年
で
は

地
域
の
価
値
や
課
題
を
学
ぶ
場
と
し
て

も
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。
キ
ョ
ロ
ロ
を

受
け
皿
に
、
都
市
住
民
の
田
舎
体
験
・

小
中
学
校
の
学
習
・
ス
ー
パ
ー
サ
イ
エ

ン
ス
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
の
課
題
研
究
・
大

学
の
実
習
の
場
な
ど
、
新
た
な
教
育
資

源
と
し
て
も
ブ
ナ
林
が
活
用
さ
れ
て
い

ま
す
。

　ブナ林の散策は、季節を問わず楽しめ

ます。残雪と新緑の春、青葉が茂る夏、

落ち葉を踏みしめながら歩く紅葉の秋。

降雪期には、純白の雪上でスノーシュー

を履いて歩くこともできます。動物の足

跡や、雪虫・キノコ・木々などの冬の様

子を観察しながら、心と体をリフレッシ

ュする絶好の機会です。

　ブナ林には、ブナの葉に集まる虫

を餌とする鳥や、ブナの樹
じゅどう

洞で繁殖

する鳥が集まります。ヤマガラやシ

ジュウカラなどの留鳥のほかに、夏

鳥として渡ってくるアカショウビン

やブッポウソウ、ニュウナイスズメ

などはブナ林をよく利用します。ブ

ナの幹に入る幼虫を食べるキツツキ

の仲間もよく見られます。

ブ
ナ
材
の
活
用

教
育
資
源
と
し
て
の
ブ
ナ
林

ブ

ブ

ブ

可

楽

次

ナ
林
の
新
た
な

ナ
林
を

ナ
林
の
あ
る
地
域
を

能
性

し
む

世
代
へ

ュする絶好の機会です。

　美人林に隣接した、参加体験型の地域

ブナの森
ようちえん

「森の学校」
キョロロ

　五感を使ったプログラムや、体

験を通じた学びを里山のブナ林で

楽しめます。美人林でのハンモッ

ク体験、たっぷりの落ち葉を使っ

た遊びはいつも大人気です。美人

林は自然を生かした野外教育・環

境教育の舞台としても近年活用さ

れています。

主催：キョロロ※未就学児と保護者が対象

　里山の散策を「里山のめぐ
み案内人の会」がガイドしま
す。夏は、「心美人ハイキング」
冬は、「美人林スノーシュー
ツアー」を実施しています。

松之山地域特集

地域で守る美人林
松之山地域特集特集 松之山地域特集

地域で守る美人林
松之山地域特集特集

ブナの里創り実行委員会

委員長　小野塚 良雄さん
　　　　（上鰕池・67歳）

【ブナの里創り実行委員会】

　平成８年、旧松之山町ではブナ条例が制定され、美人林を含

む町内の数か所のブナ林を「保全するブナ林」として指定。美

人林は年々増加する観光客のために林床やブナへの影響が心配

され、第２、第３の美人林の育成が課題となった。平成17年に、

ブナの里創り実行委員会を立ち上げて、植林などで課題解決に

取り組んでいます。現在は、美人林の枯れ枝打ちや、地域内のブナの実生から育てた苗、

山取りの苗などを使ってキョロロ周辺の荒廃地などにブナの植林を進めている。この

活動には、東京松之山会から資金の援助や、植樹への参加などで支援を受けている。

　
ブ
ナ
林
を
守
る
こ
と
は
、
観
光
だ
け

で
な
く
、
防
災
の
面
か
ら
も
大
切
な
こ

と
で
す
。
耕
作
放
棄
地
が
増
え
る
こ
と

で
、
地
す
べ
り
の
危
険
性
も
増
え
て
き

ま
し
た
。
ブ
ナ
に
は
保
水
力
が
あ
り
、

ブ
ナ
林
が
あ
る
こ
と
で
地
す
べ
り
を
防

止
し
て
い
ま
す
。
こ
の
土
地
に
適
し
た

地
元
の
ブ
ナ
で
な
い
と
育
た
な
い
た

め
、
キ
ョ
ロ
ロ
で
育
て
ら
れ
た
苗
を
植

林
し
て
い
ま
す
。
地
域
を
守
る
た
め
、

こ
れ
か
ら
も
ブ
ナ
の
植
林
を
続
け
て
い

き
た
い
で
す
。
皆
さ
ん
も
、
ま
ず
は
美

人
林
に
来
て
み
て
く
だ
さ
い
。
ブ
ナ
林

を
楽
し
む
こ
と
で
、
ブ
ナ
林
を
好
き
に

な
り
、
守
り
た
い
気
持
ち
が
生
ま
れ
る

は
ず
で
す
。

　松之山のブナ林を活用したグッズ。アクセ
サリーやおもちゃなど多彩な製品を開発中。

　冬のブナ林を体験する子どもたち。

使
っ
た
グ
ッ
ズ
を
キ
ョ
ロ
ロ
の
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
シ
ョ
ッ
プ
で
限
定
販
売
し
て
い

ま
す
。
こ
の
取
組
み
は
ウ
ッ
ド
デ
ザ
イ

ン
賞
２
０
１
５
を
受
賞
し
ま
し
た
。

申・問松之山温泉合同会社まんま☎025-595-8588

In
te

rv
ie

w
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華
音
光

華華
音音

華
❶❷白いステージを彩る、「繭の会」の皆さんによるきものショー。❸
十日町小学校６年生も、板野友美さんと一緒に華麗なダンスを披露して
くれました。❹❺❻子どもから高齢者までたくさんのお客さんが楽しみ
ました。カップルや外国のお客さんも多く見られました。❼12年ぶり
に復活したナイアガラ花火。❽毎年恒例のオープニングフェスティバル
のバルーンリリース。❾和の雰囲気が漂う雪上茶室。10山本愛泉保育園
の園児もオープニングを盛り上げます。11ウェルカムひろばでは、チン
コロもお出迎え。12各ひろばで食のおもてなし。心も体も温まります。

13そりやスノーチュービングなど、アトラ
　クションがいっぱい！　14はくぶつかん
　　ひろばでは、民具を着た記念撮影もで
　　　きます。
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第
67
回

問
合
せ

観
光
交
流
課
☎
７
５
７

｜

３
１
０
０

２
／
19
㈮
〜
21
㈰

小
雪
の
十
日
町
雪
ま
つ
り
に

咲
く
笑
顔

❶

❸❷

❹ ❺ ❻

❼

雪上カーニバル

❽

10❾

14

楽
食

ひろば遊楽楽楽楽
食食

ひろば遊遊楽遊楽
食
遊

食
ひろば遊ひろば楽
各会場で
　おもてなし♪

　
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
初
日
の
積
雪
深

は
、
87
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
（
学
校

町
地
内
観
測
所
）。
昨
年
の
同
日

２
５
７
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
に
比
べ

て
、
小
雪
で
の
雪
ま
つ
り
の
開
催

に
な
り
ま
し
た
。
雪
像
作
り
が
で

き
な
か
っ
た
り
、
ひ
ろ
ば
を
縮
小

し
た
り
と
、
雪
が
少
な
い
こ
と
で

開
催
に
苦
労
が
あ
り
ま
し
た
が
、

当
日
は
、市
民
も
お
客
さ
ん
も「
雪

を
友
と
す
る
ま
つ
り
」
を
楽
し
ん

で
い
ま
し
た
。

　
３
日
間
で
、
県
内
外
、
海
外
か

ら
延
べ
26
万
人
が
来
訪
。
雪
上

カ
ー
ニ
バ
ル
は
、
延
べ
２
万
７
千

人
の
お
客
さ
ん
が
、
音
と
光
の
ス

テ
ー
ジ
を
満
喫
し
ま
し
た
。
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美きもの女王コンテスト2016

十
日
町
市
観
光
協
会
長
賞

義水
沢
雪
ま
つ
り
会

十
日
町
市
議
会
議
長
賞

七
夜
月
の
願
い

ア
ウ
ト
・
ド
ア
・
フ
ァ
ミ
リ
ー
４
ク
ラ
ブ

本当はあったもう１つのアリス
七和地区振興会

『琵琶懸城…憂愁…』
城之古青年会

十
日
町
市
長
賞

　雪まつりの原点「雪の芸術展」には、芸術部門32点、特別部

門19点、学童部門17点の計68点が出展されました。芸術部門に

入賞した22作品と特別表彰受賞団体を紹介します。

団結

技
雪の芸術展

　52人の応募の中から、12人が本選会へ

出場。次の３人（右写真）が、きもの女王

2016として選ばれました。

※写真左から

・南雲　咲穂さん

・佐治　瑠璃さん

・竹藤麻里花さん

　最終日に、雪上カーニバル

のステージを利用して開催さ

れた豪雪JAM。1,500人が真

冬のロックフェスティバルを

楽しみました。

豪雪JAM
熱

●
賞

　
作
品
名
／
参
加
団
体

●
十
日
町
商
工
会
議
所
会
頭
賞

　
方
舟
（
希
望
の
火
焔
）
／
田
麦

有
志
と
日
本
大
学
芸
術
学
部

●
十
日
町
織
物
工
業
協
同
組
合
理

事
長
賞

　
西
遊
記
〜
超
猿
火
焔
山
激
闘
伝

〜
／
北
新
会
ｗ
ｉ
ｔ
ｈ
新
田
イ

ベ
ン
ト
研
究
所

●
十
日
町
農
業
協
同
組
合
経
営
管

理
委
員
会
長
賞

　
森
へ
の
い
ざ
な
い
／
あ
て
ま
有

志
の
会

●
新
潟
県
建
設
業
協
会
十
日
町
支

部
長
賞

　
鯉
と
金
太
郎
の
物
語
／
上
新
田

青
壮
年
会

●
十
日
町
市
商
店
街
連
合
会
長
賞

　
の
ん
気
に
暮
ら
し
な
さ
い
！
／

の
ぞ
み
の
郷
　
新
墾
会

●
十
日
町
市
文
化
協
会
連
合
会
長
賞

　
絆
お
り
な
し
／
愛
ｉ
ｎ
ｇ
下
条

●
十
日
町
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
賞

　
Ｉ
Ｚ
Ａ
Ｎ
Ａ
Ｉ
／
本
町
一
丁
目

四
区
合
同

●
十
日
町
北
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
賞

　
あ
さ
が
来
た
。
／
東
部
地
区
振

興
会

●
十
日
町
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
賞

　
銀
河
鉄
道
／
鉢
真
生
会 

三
好

将
史
と
ゆ
か
い
な
仲
間
達

●
十
日
町
平
成
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ

ブ
賞

　
ほ
ら
、
の
ぞ
い
て
ご
ら
ん
！
／

下
条
商
工
会

●
十
日
町
青
年
会
議
所
理
事
長
賞

　
Ｍ
Ｉ
Ｒ
Ａ
Ｉ
！！
／
水
沢
雪
ま
つ

り
会
青
年
部

●
地
元
新
聞
社
賞

　
Ｔ
ｏ

｜

Ｂ
ｅ
だ
す
！
／
三
春
会

●
キ
リ
ン
賞

　
新
宮
伝
説
〜
第
２
章
〜
／
新
和

会
●
十
日
町
地
域
森
林
組
合
長
賞

　
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
　
ボ
ッ
ク
ス
／

ひ
の
ス
ノ
ー
マ
ン

●
ほ
く
ほ
く
線
賞

　
ス
ト
ッ
プ
温
暖
化
〜
こ
の
難
民

も
何
ん
と
か
せ
ね
ば
〜
／
八
箇

活
力
委
員
会

●
コ
カ
・
コ
ー
ラ
イ
ー
ス
ト
ジ
ャ

パ
ン
賞

　
安
心
し
て
く
だ
さ
い
！
五
郎
丸

で
す
よ
！！
／
七
和
会

●
エ
フ
エ
ム
と
お
か
ま
ち
賞

　
イ
ル
カ
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
／
上
新

田
い
ず
み
会

●
審
査
員
賞

　
明
る
い
未
来
へ
ト
ラ
イ
！
／
関

浅
四
季
の
会

【
特
別
表
彰
５
団
体
】

・
45
回
参
加
表
彰

　
　
本
町
一
丁
目
四
区
合
同

・
30
回
参
加
表
彰

　
　
城
之
古
青
年
会

・
25
回
参
加
表
彰

　
　
愛
ｉ
ｎ
ｇ
下
条

　
　
ひ
の
ス
ノ
ー
マ
ン

・
５
年
連
続
表
彰

　
　
十
日
町
市
演
劇
協
会

美きもの女王コンテスト2016美きもの女王コンテスト2016美美きもの女王コンテスト2016美きもの女王コンテスト2016美

きもの女王2015も、最後のPRに務めました。
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Pick
Up

たった一人のあなたです　たった一つの命です

３月は「新潟県自殺対策強化月間」です

● ● ● ● ●問合せ：健康づくり推進課☎757-9764

自助・共助・公助で防災対策に取り組みましょう

十日町市防災基本条例の施行

● ● ● ● ●問合せ：防災安全課防災安全係☎757-3197

う
つ
病
は
自
殺
の
危
険
信
号

防
災
対
策
の
基
本
理
念

春
は
ス
ト
レ
ス
が
多
い
季
節

春
は
生
活
や
環
境
の
変
化
が
多
い
季
節
で

あ
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
精
神
ス

ト
レ
ス
を
蓄
積
し
て
し
ま
い
ま
す
。

進
学
・
就
職
・
異
動
・
昇
進
・
引
越
し
な

ど
、
本
来
で
あ
れ
ば
喜
ば
し
い
こ
と
で
も
ス

ト
レ
ス
を
感
じ
、
う
つ
病
に
つ
な
が
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。

条
例
制
定
の
背
景
と
目
的

市
で
は
、
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を

重
要
課
題
と
し
て
位
置
付
け
て
い
ま
す
。
災

害
か
ら
市
民
の
生
命
・
身
体
・
財
産
を
守
り
、

安
全
な
暮
ら
し
を
確
保
す
る
た
め
に
、
災

害
対
策
機
能
を
強
化
し
、
地
域
ぐ
る
み
の

防
災
・
減
災
対
策
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

こ
の
条
例
で
は
、
市
民
・
事
業
者
・
市
・

議
会
に
よ
る
災
害
の
予
防
、
災
害
が
発
生

し
た
と
き
の
応
急
対
策
、
災
害
復
旧
に
関

す
る
責
務
・
役
割
を
定
め
る
こ
と
で
、
災

害
対
策
を
総
合
的
か
つ
計
画
的
に
推
進
し
、

市
民
の
生
命
・
身
体
・
財
産
を
災
害
か
ら

保
護
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

自
殺
の
原
因
は
さ
ま
ざ
ま
で
す

が
、
背
後
に
う
つ
病
が
潜
ん
で
い

る
こ
と
が
多
い
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。「

う
つ
病
」
は
、
10
人
に
１
人

が
一
生
の
う
ち
に
一
度
は
か
か
る

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
誰
で
も
な

る
可
能
性
が
あ
る
普
通
の
病
気
で

す
。
し
か
し
、
自
分
で
は
気
付
か

な
か
っ
た
り
、 〝
や
る
気
の
な
さ
〞

や
〝
な
ま
け
〞
と
勘
違
い
し
た
り

し
て
見
過
ご
し
て
し
ま
う
こ
と
も

よ
く
あ
り
ま
す
。
軽
く
あ
な
ど
っ

て
放
置
し
て
お
く
こ
と
は
と
て
も

危
険
で
す
。

自
殺
は
、
こ
こ
ろ
の
弱
い
人
に

だ
け
起
こ
る
と
考
え
る
の
は
間
違

い
で
す
。
真
面
目
な
人
や
熱
心
な

人
、
こ
れ
ま
で
強
く
生
き
て
き
た

人
に
起
こ
る
こ
と
が
、
決
し
て
ま

れ
で
は
な
い
現
象
で
す
。

こ
こ
ろ
の
病
気
と
自
殺
は
関
係

が
深
く
、
自
殺
者
の
９
割
以
上
に

こ
こ
ろ
の
病
気
が
あ
っ
た
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
実
際
に

医
療
機
関
で
治
療
を
受
け
て
い
た

人
は
、
そ
の
う
ち
２
割
に
過
ぎ
ま

せ
ん
。

防
災
対
策
は
、
市
民
一
人
ひ
と

り
が
自
分
自
身
と
家
族
の
安
全
を

守
る
「
自
助
」
が
基
本
で
す
。
ま

た
、
身
近
な
地
域
住
民
が
お
互
い

に
助
け
あ
う
「
共
助
」
も
重
要
で

す
。
一
方
、
自
助
や
共
助
で
対
応

で
き
な
い
対
策
は
、
市
の
公
助
が

必
要
に
な
り
ま
す
。
防
災
対
策
と

し
て
市
民
・
事
業
者
・
市
・
議
会

は
、「
自
助
」・「
共
助
」・「
公
助
」

の
理
念
に
基
づ
き
、
そ
れ
ぞ
れ
の

責
務
と
役
割
に
応
じ
、
連
携
を
図

り
な
が
ら
災
害
対
策
に
取
り
組
ん

で
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
新
潟
県
は
３
月
を
「
自
殺
対
策
強
化
月

間
」
と
し
、
市
で
も
さ
ま
ざ
ま
な
取
組
み

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
１
人
の
自
殺
は
周

囲
に
い
る
５
〜
６
人
に
大
き
な
影
響
を
与

え
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
大
切
な
命
を

守
る
た
め
、
自
分
自
身
や
周
り
の
人
が
こ

こ
ろ
の
サ
イ
ン
に
気
づ
き
、
適
切
に
対
応

す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
市
の
防
災
の
道
し
る
べ
と
な
る
「
十
日
町
市
防
災
基
本
条
例
」
を
４
月
１
日
か

ら
施
行
し
ま
す
。
条
例
の
意
義
や
全
体
像
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■新潟県こころの相談ダイヤルで毎日24時間相談を

受け付けます。

 0
ナ ビ ダ イ ヤ ル

570－7
な や み

83－0
なし

2
にいがた

5
■市の保健師や保健所の精神保健相談員も相談に応じ

ます。

　　健康づくり推進課・各支所市民課・十日町地域振

興局健康福祉部（保健所）に問い合わせてください。

■精神科医および臨床心理士によるこころの相談会を

しています。

　　毎月１回、予約制で相談会を開催しています。相

談は無料です。秘密は守られます。健康づくり推進

課、または十日町地域振興局健康福祉部（保健所）

へ問い合わせてください。

こころの相談に関する窓口

健康とおかまち 21　「こころの健康」重点目標
　「悩みやストレスをためずに、いつでも相談でき

る人を持っている割合を高める」

う
つ
病
予
防
の
た
め
に

　
次
の
よ
う
な
症
状
が
２
週
間
以

上
続
く
と
き
は
早
め
に
専
門
医
を

受
診
し
ま
し
ょ
う
。

●
気
分
が
沈
む
。
気
分
が
落
ち
込

む
。
ふ
と
し
た
こ
と
で
泣
い
て

し
ま
う

●
や
る
気
が
起
き
な
い
。
つ
い
つ

い
自
分
を
責
め
て
し
ま
う

●
眠
れ
な
い
。
寝
付
い
て
も
す
ぐ

に
目
覚
め
て
し
ま
う
。
夜
中
に

何
度
も
目
が
覚
め
る
。
明
け
方

に
目
覚
め
て
し
ま
う

●
食
欲
が
な
い
。
痩
せ
て
き
た
。

ま
た
は
、
あ
ま
り
に
も
食
べ
過

ぎ
て
し
ま
う

●
頭
痛
・
肩
こ
り
・
体
の
動
き
に

く
さ
・
だ
る
さ
（
内
科
に
か
か

っ
た
が
「
特
に
悪
い
と
こ
ろ
は

な
い
」
と
言
わ
れ
た
）

●
物
事
の
順
序
が
考
え
ら
れ
な

い
。
物
事
に
集
中
で
き
な
い

●
以
前
で
き
て
い
て
い
た
こ
と
が

で
き
な
く
な
っ
た
（
仕
事
・
家

事
な
ど
）

●
飲
酒
量
が
増
え
た

・防災知識の習得
・家具などの転倒防止対策
・食糧・飲料水などの備蓄
・避難経路や避難場所の確認

自らのことは自らが守る

自助自助
・隣近所の安全確認
・自主防災組織への参加
・避難所運営の協力
・要配慮者などへの配慮

地域において互いに助け合う

共助共助

・災害や避難情報の提供
・要配慮者への支援
・復旧・復興対策

市が安全を確保する
公助公助

※この条例の解説編を、本庁・各

支所・公民館・情報館に配置し

ています。また、市ホームペー

ジにも掲載しています
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　沖縄県久米島町の５年生14人

が中里地域を訪れました。同名村

だった沖縄県仲里村（合併で久

米島町）と、互いに児童がホーム

ステイするなどの交流事業を続け

て、今回で50回の節目を迎えま

した。児童は寒さに驚きながらも、

雪合戦やスキーなどを楽しみなが

ら友情を深め、夏の再会を約束し

合っていました。

南国のみなさん、ようこそ雪国へ

２月４日㈭～７日㈰：中里地域

　文教大学井門ゼミナールとの共同企画イベント「松之山

温泉ふぇすてぃＢ
バル

ＡＲ」を初開催。温泉街の旅館がそれぞ

れ工夫した一品料理とお酒１杯を格安の料金で提供。特設

の雪でつくられた

C
きゃまくら

AMA蔵などでは、

文教大学の学生が手

づくり料理とイベン

トで盛り上げてくれ

ました。各旅館自慢

の料理とお酒をはし

ごできるとあって、

温泉街は大勢の人で

にぎわいました。

　小雪で雪の土台が作れないため、

開催が１か月延期となった大白倉バ

イトウ。小雨が降る中、高々と上が

る炎を見上げた実行委員会の中村庄

平さん（63歳：大白倉）は「小雪

で心配なところもありますが、実り

の多い年になるでしょう」と秋への

期待を膨らませました。

　中里地区自治防犯協会か

ら来春、小学校に入学する

園児たちに防犯ブザーが贈

呈されました。田沢・倉俣

駐在所の協力で、さすまた

講習会も行われ、本番さな

がらの緊迫した演技に園児

たちは犯罪の恐ろしさを肌

で感じました。

　地域との交流に長い歴史を持つ「松代早

稲田じょんのびクラブ」の学生たちが、ボ

ランティアで雪掘りなど豪雪地域特有の文

化を体験をしました。松代小学校との交流

では、学生たちが「雪合戦」を企画し、児

童と学生たちは元気いっぱい遊びながら交

流を深めました。

温泉街ではしご酒

２月11日㈭～13日㈯：松之山温泉街

実りへの期待を胸に

２月14日㈰：大白倉集落

防犯意識を高めよう

２月12日㈮：中里なかよし保育園

雪国体験プロジェクト（早稲田大学）

２月16日㈫～21日㈰：松代地域

全国表彰
おめでとうございます
　交通安全の分野で長年にわたり活躍・

貢献した皆さんが表彰されました。

　小中一貫教育の本格実施前年度の平成25年度から、児童・生徒にアンケート調査を実施。本年度の結

果は表のとおりです。注目点として、「自分にはよいところがある」や「将来の夢や目標をもっている」

と感じている児童生徒の割合は、当初からあまり大きな改善が見られません。「ありがとう」「助かるよ」

などの声掛けで、子どもたちが自分の存在価値を認め、目標に向かう力を育みましょう。※詳しくは、市

ホームページ掲載の小中一貫教育だより「つながる」第22号をご覧ください

「学校で友達と会うのが楽しい」ー児童生徒にアンケート調査結果ー
小中

一貫

教育

レ
ポ
ー
ト

アンケート項目 肯定的回答※

学校で友達と会うのが楽しい 97.1% ↓(↓)

自分の住む地域や十日町市が好き（小３～中３） 94.0% ↑(↑)

学校が楽しい 93.8% ↓(↑)

学校で好きな授業（勉強）がある 92.9% －(↑)

中学校への進学が楽しみだ（小６のみ） 92.8% ↓(↑)

学校の授業以外で学習に取り組んでいる（小５～中３） 85.4% ↑(↑)

将来の夢や目標をもっている（小５～中３） 80.5% ↓(↓)

自分にはよいところがあると思う 76.6% ↑(↑)

平成27年度小中一貫教育児童生徒アンケート結果（平成27年12月実施）

※肯定的回答：「そう思う」「大体そう思う」と答えた割合、26年度より増「↑」、減「↓」、同じ「－」、（　）内は対25年度

体育祭での小中一貫種目

児玉 昭一郎さん（稲葉・79歳）

警
察
庁
長
官
表
彰

全
日
本
交
通
安
全
協
会
長
表
彰

（
交
通
栄
誉
章 

緑
十
字
金
章
）

樋口 誠さん（土市第四・77歳）

全
日
本
交
通
安
全
協
会
長
表
彰

警
察
庁
長
官
表
彰

（
交
通
栄
誉
章 

緑
十
字
銀
章
）

十日町市立川治小学校
（校長：渡邊 善則）

全
日
本
交
通
安
全

協
会
長
表
彰

（
交
通
安
全
優
良
学
校
）



このコーナーは、まちの話題や活動などを紹介しています。
情報がありましたら、企画政策課広報広聴係（☎757-3112）へ気軽にお寄せください。
このコーナーは、まちの話題や活動などを紹介しています。
情報がありましたら、企画政策課広報広聴係（☎757-3112）へ気軽にお寄せください。
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大
地
の
芸
術
祭
の
里

こ
へ
び
隊
・
サ
ポ
ー
タ
ー
通
信

▼
こ
へ
び
隊
と
し
て
の
活
動

―
大
学
生
だ
っ
た
と
き
に
こ
へ
び

隊
に
誘
わ
れ
て
以
来
、
１
９
９
９

年
の
第
１
回
芸
術
祭
の
準
備
か
ら

携
わ
っ
て
い
ま
す
。事
務
局
運
営
・

雪
の
運
動
会
団
長
・
こ
へ
び
弾
丸

ツ
ア
ー
主
催
な
ど
の
活
動
を
し
て

い
ま
す
。

▼
活
動
を
通
し
て
の
感
想

―
こ
へ
び
隊
は
、
地
元
の
人
が
生
活
し

て
い
る
場
で
の
活
動
が
多
い
で
す
。
調

整
が
難
し
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
こ

れ
か
ら
の
持
続
す
る
地
域
づ
く
り
と

ア
ー
ト
に
と
っ
て
「
突
破
力
」
に
な
る

と
思
い
ま
す
。

　
世
代
や
社
会
的
立
場
、
地
域
・
国
境

を
超
え
て
つ
な
が
り
が
で
き
、
自
分
の

能
力
も
生
か
せ
ま
す
。

地
元
の
人
と
一
緒
に

盛
り
上
げ
て
い
き
た
い

23

▼
こ
れ
か
ら
「
こ
へ
び
隊
」
や
「
地
元

サ
ポ
ー
タ
ー
」
に
な
る
人
へ
一
言

―
気
軽
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。
こ
へ

び
隊
は
地
元
の
人
た
ち
と
一
緒
に
芸
術

祭
と
妻
有
を
盛
り
上
げ
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
今
回
の
「
雪
の
運
動
会
」

（
3
月
12
日
開
催
、
こ
へ
び
隊
運
営
）

は
、
ま
つ
だ
い
冬
の
陣
と
共
同
開
催
し

ま
す
。
誰
で
も
参
加
で
き
る
の
で
、
東

京
か
ら
来
た
若
者
と
交
流
し
て
く
だ

さ
い
！

橋
本
　
正
太
郎
（
東
京
都
出
身
・
在
住
・
37
歳
・
会
社
取
締
役
）

■
問
い
合
わ
せ
先

　「
大
地
の
芸
術
祭
」の
里

　
総
合
案
内
所

　
☎
７
６
１

｜

７
７
６
７

■
思
い
出
の
橘
中
学
校

　
私
が
中
学
校
へ
進
学
し
た
年
、
生

徒
数
が
増
え
た
た
め
校
舎
が
地
区
の

高
台
に
新
築
さ
れ
ま
し
た
。
体
育
館

の
床
を
雑
巾
が
け
し
た
こ
と
や
、
校

庭
に
積
も
っ
た
雪
を
早
く
と
か
す
た

め
に
、
み
ん
な
で
雪
を
掘
り
上
げ
迷

路
を
作
っ
て
遊
ん
だ
こ
と
な
ど
を
思

い
出
し
ま
す
。
そ
の
橘
中
学
校
も
閉

校
と
な
り
、
思
い
出
の
詰
ま
っ
た
学

校
が
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
は
残

念
で
す
。

■
ふ
る
さ
と
を
結
ぶ
橘
交
流

　
５
年
ほ
ど
前
か
ら
、「
橘
」
の
名

を
縁
に
十
日
町
市
と
川
崎
市
、
そ
れ

ぞ
れ
の
橘
地
区
の
交
流
を
始
め
ま
し

た
。
川
崎
市
で
開
催
さ
れ
る
「
橘
ふ

る
さ
と
祭
り
」
に
は
十
日
町
市
の
橘

地
区
の
皆
さ
ん
も
参
加
し
て
農
産
物

な
ど
を
販
売
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

川
崎
市
か
ら
も
子
ど
も
た
ち
が
十
日

町
市
を
訪
れ
、
田
植
え
や
稲
刈
り
、

サ
ツ
マ
イ
モ
堀
り
な
ど
の
農
作
業
を

体
験
し
な
が
ら
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
故
郷
「
橘
」
と
今
の
住

ま
い
「
橘
」
の
交
流
を
深
め
て
い
き

た
い
で
す
。

■問合せ
　企画政策課広報広聴係
☎757-3112

滋野 徳義さん
神奈川県川崎市在住

（72歳・野口出身）

郷
土
出
身
者
が
写
真
を
添
え
て
昔
の
思
い
出
を
語
り
ま
す
。

想
史

ふ
る
さ
と
の
思
い
出 史
創
愛愛

そ
う

そ
あう い

し

5

清津峡を訪れた中学校の遠足

　「森の学校」キ

ョロロが、公益財

団法人日本自然保

護協会より「日本

自然保護大賞（教

育普及部門）」を

受賞しました。全

国126件の応募の

中から、中山間地

の里山保全、生物

多様性保全に関す

る教育普及活動のモデルとして、同館の博物館活動が全国的に高く評

価されたものです。大賞受賞は県内で初、また公立の施設としては全

国初の受賞となりました。

　平成９年から始まった岡山県総社市山手

地区と中条地区の交流が20年の節目を迎

えました。今年は児童、引率併せて59人

が訪れ、児童は中条小生徒の家でホームス

テイをしながら雪国の生活や、スキー、ス

ノーチュービングなどの雪遊びを体験しま

した。山手訪問団団長の小野咲季さん（山

手小・６年）は「思っていたよりも雪が多く、

雪景色はとてもきれい。雪遊びはすごく楽

しくて、花火もとてもきれいでした」と話

していました。

　韓国からの観光ツアー客に向けて、地域に

伝わる湯山神楽が披露されました。天狗や獅

子などが登場する伝統芸能に、食事中の観客

も皆さん箸を休め、30分間の演舞に見入っ

ていました。神楽を披露した小口公夫さん（湯

山神楽保存会会長）は、「外国のお客さんの

前で舞うのは今回で３回目です。熱心に見て

くれるので今後も続けていきたい」と話しま

した。

「森の学校」キョロロが日本自然保護大賞受賞

２月７日㈰：日比谷コンベンションホール（千代田区）

第20回やまて・十日町市中条冬交流

２月５日㈮～７日㈰：桂スキー場ほか

伝統の神楽でおもてなし

２月29日㈪：ひなの宿ちとせ（松之山温泉）
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催
し
・
講
座

募
　
集

福
祉
・
健
康

子
育
て

ス
ポ
ー
ツ

く
ら
し
・
相
談
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十日町・川西・中里地域と松代・松之山地域間の☎には市外局番 025 が必要ですお知らせ・ガイド

日
３
月
26
日
㈯
午
後
２
時
〜
４
時

30
分
※
開
場
１
時
30
分

会
千
手
中
央
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー

内
基
調
講
話

：

「
中
で
感
じ
た
十

日
町
　
外
か
ら
見
え
る
十
日

町
」、
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン

：

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
新
時
代
〜
雪

の
現
場
か
ら
〜
」

講
鶴
間
尚
さ
ん
（
新
潟
日
報
社
メ

デ
ィ
ア
シ
ッ
プ
企
画
統
括
部

長
）

問
十
日
町
市
社
会
福
祉
協
議
会
川

西
支
所
（
☎
７
６
８

｜

３
３
４

３
）

第
28
回
十
日
町
市
民
音
楽
祭

出
演
団
体

　
市
内
の
音
楽
団
体
が
一
堂
に
会

し
て
、
活
動
の
成
果
を
発
表
す
る

音
楽
祭
に
出
演
し
ま
せ
ん
か
。

●
開
催
日
＝
６
月
26
日
㈰

会
市
民
会
館

〆
４
月
10
日
㈰

申
・
問
生
涯
学
習
課
（
☎
７
５
７

｜

８
９
１
８
）

稚
魚
放
流
に
参
加
し
ま
せ
ん
か

サ
ケ
放
流
祭

　
多
く
の
サ
ケ
が
帰
っ
て
く
る
こ

と
を
願
い
、
放
流
し
ま
す
。

日
３
月
26
日
㈯
午
前
10
時
〜
11
時

（
予
定
）
※
荒
天
・
河
川
増
水

時
は
中
止

会
Ｊ
Ｒ
東
日
本
宮
中
取
水
ダ
ム
下

流
右
岸
河
川
敷
（
魚
道
付
近
）

●
集
合
＝
午
前
９
時
30
分

：

ミ
オ

ン
な
か
さ
と
第
２
駐
車
場
※
会

場
に
は
駐
車
場
な
し
。
駐
車
場

と
会
場
の
間
は
シ
ャ
ト
ル
バ
ス

を
運
行
。
徒
歩
の
人
は
午
前
10

時
ま
で
に
会
場
集
合

持
バ
ケ
ツ
・
ぬ
れ
て
も
良
い
服
装

（
雨
具
・
長
靴
な
ど
）

他
小
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
・

宮
中
取
水
ダ
ム
の
魚
道
観
察
室

へ
水
槽
展
示
予
定

問
Ｊ
Ｒ
東
日
本
信
濃
川
発
電
所

（
☎
０
２
５
８

｜

82

｜

２
７
０

２
）

国
保
診
療
所

診
療
時
間
の
お
知
ら
せ

　
４
月
か
ら
の
国
保
診
療
所
の
診

第
７
回 

山
内
写
真
館
資
料
写
真
展

昭
和
の
十
日
町
〜
春
夏
秋

冬
・
町
の
に
ぎ
わ
い
〜

　
昭
和
30
・
40
年
代
を
中
心
に
約

80
点
の
写
真
を
展
示
。

日
３
月
15
日
㈫
〜
27
日
㈰
午
前
９

時
〜
午
後
７
時

会
情
報
館

問
文
化
財
課
（
☎
７
５
７

｜

５
５

３
１
）

松
之
山
温
泉
ス
キ
ー
場

ス
キ
ー
カ
ー
ニ
バ
ル

日
３
月
20
日
㈰
午
前
11
時
〜
午
後

３
時

会
松
之
山
温
泉
ス
キ
ー
場

内
福
ま
き
・
雪
上
ミ
ニ
ゲ
ー
ム
・

「
か
ら
っ
ぱ
こ
」
ラ
イ
ブ
・
ス

ノ
ー
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
体
験
会

な
ど

他
当
日
は
第
一
リ
フ
ト
無
料
開
放

問
市
観
光
協
会
松
之
山
事
務
所

（
☎
５
９
６

｜

３
０
１
１
）

枯
木
又 

手
打
ち
そ
ば
の
会

日
3
月
20
日
㈰
午
前
10
時
〜

会
の
っ
と
こ
い

￥
１
５
０
０
円
、
中
学
・
高
校
生

７
０
０
円
※
小
学
生
以
下
無
料

申
・
問
春
川
（
☎
７
５
９

｜

２
２

１
６
）

商
業
活
性
化
セ
ミ
ナ
ー

　
地
元
新
潟
の
事
例
を
中
心
に
、

繁
盛
店
に
な
る
た
め
の
ア
イ
デ
ア

と
ヒ
ン
ト
を
紹
介
し
ま
す
。

日
３
月
22
日
㈫
午
後
７
時
〜
９
時

定
１
０
０
人

講
長
谷
川
博
之
さ
ん
（
㈱
リ
ン
ケ

ー
ジ
Ｍ
・
Ｉ
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン

グ
）

〆
３
月
15
日
㈫

会
・
申
・
問
十
日
町
商
工
会
議
所

（
☎
７
５
７

｜

５
１
１
１
）

ス
ノ
ー
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
夢
雪
隊
」

設
立
20
周
年
事
業
記
念

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　
20
年
間
の
活
動
を
振
り
返
り
、

今
後
の
活
動
を
考
え
ま
す
。

若
者

若
者
若
者者

若
者

若
者者

者

十

　日

　町

　市

　の

　仕

　事

　人

■問合せ

　産業政策課

　☎757-3139

〜
語
る
　
仕
事
・
会
社
・
十
日
町
市
へ
の
思
い
〜

〜
語
る
　
仕
事
・
会
社
・
十
日
町
市
へ
の
思
い
〜

協力
企業

広告掲載

平成28年度 生 徒 募 集 !!
4月5日㈫4月5日㈫4月5日㈫ 新学期スタート新学期スタート新学期スタート

コース
小学生

中学１・２年 基礎
中３生 受験対策
津南中等教育学校
高校１・２年 基礎
高３生 受験対策

時　間
18：00～18：50
19：00～20：25
19：00～20：25
17：30～20：25
17：30～18：50
17：30～18：50

曜　日
木
火・木
月・水・金
水
火・金
木

月　謝
3,000円
11,000円
15,000円

教材費
2,000円／年
８,000円／年
10,000円／年

13,000円
13,000円
8,000円

必要に応じて、
その都度購入して
いただきます。

入校金
5,000円

※中３受験コース生のみ、新潟県統一模試会
の模擬試験を受験していただきます。志望
校により、筆頭検査がある場合5,600円、
ない場合3,700円となります。また、８月
12月に追加対策講座を受験していただき
ます。受講料10,000円となります。

※今年度より、
　本町３ ヤマダビルよりプラザコアビルに移転します。

☎090-1033-2994まで
進学教室 シューレ
本町３丁目 プラザコアビル３F

※市では広告を募集しています。詳しくは広報広聴係まで

　東京での就職、海外への語学留学などを経て地元
へ戻り、実家が経営する当社へ入社。主にクレーン
の運転を担当して４年目。

重野　敦志さん（南新田町２・32歳）

　27年４月に当社へ転職し、クレーンの運転を担
当。クレーン操作の国家資格を取得し、日々実践で
成長中。

西山　柊平さん（上田原・20歳）

ク
レ
ー
ン
の
魅
力
を
感
じ
な
が

ら
現
場
に
携
わ
っ
て
い
ま
す

感
覚
が
必
要
な
仕
事
。
ま
ち
づ

く
り
が
実
感
で
き
ま
す

目
標
を
持
っ
て
、
攻
め
の
姿
勢

で
成
長
し
て
い
き
ま
す

西
山
さ
ん
―
ク
レ
ー
ン
は
揺
れ
を
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
他
の

重
機
よ
り
も
感
覚
を
研
ぎ
澄
す
、
職
人

の
よ
う
な
仕
事
。
壁
越
し
や
高
所
に
下

ろ
す
作
業
は
、
目
で
荷
物
の
姿
を
確
認

で
き
な
い
の
で
極
度
に
緊
張
し
ま
す
。

重
野
さ
ん
―
僕
ら
は
物
を
直
接
作
る
わ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。し
か
し
な
が
ら
、

住
宅
か
ら
公
共
工
事
ま
で
毎
日
違
う
現

場
で
、
ま
ち
が
作
ら
れ
て
い
る
様
を
見

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
こ
に
携
わ
る

こ
と
が
で
き
た
こ
と
に
誇
り
と
喜
び
を

西
山
さ
ん
―
「
で
っ
か
い
ク
レ
ー
ン
の

う
ん
て
ん
し
ゅ
に
な
り
た
い
」
と
い
う

目
標
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。
弊
社
が
最
近

導
入
し
た
、
県
内
に
い
く
つ
も
な
い
70

ト
ン
の
ク
レ
ー
ン
も
使
い
こ
な
し
、
た

く
さ
ん
の
経
験
を
積
ん
で
、
ど
ん
な
現

場
に
も
対
応
で
き
る
よ
う
に
な
り
た
い

で
す
。

重
野
さ
ん
―
板
金
・
溶
接
な
ど
、
仕
事

の
幅
を
広
げ
ら
れ
た
ら
。
時
代
の
移
り

変
わ
り
に
も
対
応
し
て
い
け
る
よ
う
、

攻
め
の
姿
勢
で
会
社
と
と
も
に
成
長
し

て
い
き
た
い
で
す
。

西
山
さ
ん
―
も
と
も
と
機
械
類
が
好
き

だ
っ
た
の
で
、
や
り
が
い
を
持
っ
て
仕

事
を
し
て
い
ま
す
。
入
社
後
、
当
社
の

神
棚
か
ら
、「
で
っ
か
い
ク
レ
ー
ン
の

う
ん
て
ん
し
ゅ
に
な
り
た
い
」
と
書
い

た
幼
少
期
の
七
夕
の
短
冊
の
写
真
が
発

見
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
と
き
は
運
命
を

感
じ
ま
し
た
ね
。

重
野
さ
ん
―
重
機
へ
の
興
味
は
薄
か
っ

た
の
で
す
が
、
30
歳
を
前
に
し
て
地
元

で
働
く
こ
と
を
決
意
し
ま
し
た
。
入
社

後
は
、
ク
レ
ー
ン
の
難
し
さ
と
魅
力
を

感
じ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

感
じ
ま
す
。

■㈱大野屋重機建設

・建設楊重業、建設業、
　高所作業車レンタル
・十日町市四日町新田３
・従業員９人
・☎752-3723
　「一世紀を越えた大野屋 次の100年へ」
　70トンラフタークレーンを導入しました。



平成
28年度新潟県交通災害共済受付中！！

お申込み方法など詳しくは、町内会経由で配布される封筒の中身をご覧ください。

お問合せは／十日町市 防災安全課 交通防犯係☎025（757）3197
　　　　　　（もしくは各支所 地域振興課 地域振興係まで）

「交通事故（※）」による
ケガ等に見舞金を
支給します
※自損事故・車の同乗者・自転車の転倒事故
　（道路を運転中）等も対象になります

※市では広告を募集しています。
　詳しくは広報広聴係まで

広告掲載

催
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広告掲載
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十日町・川西・中里地域と松代・松之山地域間の☎には市外局番 025 が必要ですお知らせ・ガイド

療
予
定
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

【
国
保
川
西
診
療
所
】

月
〜
金
曜
日
の
午
前（
午
後
休
診
）

【
国
保
松
之
山
診
療
所
】

月
〜
木
曜
日
の
午
後（
午
前
休
診
）

【
国
保
倉
俣
診
療
所
】
休
診

※
受
付
時
間
な
ど
の
詳
細
は
決
定

後
お
知
ら
せ
し
ま
す

問
国
保
川
西
診
療
所
（
☎
７
６
８

｜

２
０
３
４
）

ネ
ー
ジ
ュ
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
フ
ェ
ス
タ

２
０
１
６

日
３
月
27
日
㈰
午
前
９
時
30
分
〜

11
時
50
分

会
市
総
合
体
育
館
・
武
道
館

￥
３
０
０
円
（
入
館
料
・
保
険
料

込
）、
ネ
ー
ジ
ュ
会
員
は
チ
ケ

ッ
ト
１
枚

内
ス
ポ
ー
ツ
教
室
の
紹
介
・
体
験

会
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
の
見

学
・
相
談
会
、
体
成
分
分
析
装

置I

イ
ン
ボ
デ
ィ

n
B
o
d
y

紹
介
※
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
室
の
利
用
は
中
学
生
以
上

他
参
加
者
全
員
に
無
料
教
室
体
験

チ
ケ
ッ
ト
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

問
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ネ
ー
ジ
ュ
ス
ポ
ー

ツ
ク
ラ
ブ
（
☎
７
５
２

｜

４
３

７
７
）

会
員
募
集

十
日
町
軽
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

　
健
康
長
寿
・
介
護
予
防
に
、
友

だ
ち
づ
く
り
に
楽
し
み
な
が
ら
気

持
ち
よ
く
汗
を
流
し
ま
せ
ん
か
。

日
毎
週
水
曜
日
午
後
１
時
30
分
〜

３
時
30
分
※
随
時
入
会
可

会
市
民
体
育
館

内
レ
ク
ダ
ン
ス
・
舞
踊
・
卓
球
・

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
な
ど

申
・
問
代
表
・
田
口
静
江
（
☎
７

５
２

｜

２
６
８
３
）

入
湯
税
を
改
定
し
ま
す

　
４
月
１
日

か
ら
入
湯
税

を
次
の
と
お

り
改
定
し
ま

す
。

　
入
湯
税
は

観
光
振
興
な

ど
に
充
て
る

目
的
税
と
し

て
、
温
泉
施

設
を
利
用
し
た
人
に
課
税
さ
れ
ま

す
。
平
成
26
年
度
の
市
の
入
湯
税

は
約
５
千
万
円
の
税
収
が
あ
り
、

観
光
誘
客
や
大
地
の
芸
術
祭
な
ど

の
観
光
振
興
事
業
の
経
費
の
一
部

に
充
て
ま
し
た
。

問
税
務
課
管
理
収
納
係
（
☎
７
５

７

｜

３
１
１
３
）

資
源
物
回
収
セ
ン
タ
ー
変
更

の
お
知
ら
せ

　
ご
み
焼
却
場
の
設
備
改
良
工
事

完
了
の
た
め
、
資
源
物
回
収
セ
ン

タ
ー
を
通
常
の
ス
ト
ッ
ク
ヤ
ー
ド

へ
変
更
し
ま
す
。
搬
入
の
際
は
、

受
付
の
指
示
に
従
い
分
別
し
て
搬

入
し
て
く
だ
さ
い
。
平
成
28
年
度

も
建
屋
な
ど
の
補
修
工
事
を
予
定

し
て
い
ま
す
。
資
源
物
は
可
能
な

限
り
ク
リ
ー
ン
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
へ

出
す
よ
う
に
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

問
環
境
衛
生
課
衛
生
業
務
係
（
☎

７
５
２

｜

３
９
２
４
）

事
業
所
向
け
補
助
金
活
用

セ
ミ
ナ
ー

日
３
月
16
日
㈬
午
後
２
時
〜

対
市
内
の
事
業
所

内
Ｎ
ニ
コ
Ｉ
Ｃ
Ｏ
（
に
い
が
た
産
業
創

種別 1　位

小学

２年
以下

男子 中町　拓夢（下条JXC)

女子 阿部　柑菜（川治XC)

３年
男子 佐藤　五輪（鎧島小）

女子 牧田　鈴葉（松代小）

４年
男子 春日　喜行（吉田小）

女子 高澤　友花（鎧島小）

５年
男子 佐藤めだる（鎧島小）

女子 中川　南都（吉田小）

６年
男子 関口　晴日（吉田小）

女子 佐藤　実花（川治XC)

中学
男子 高橋　幸也（松之山中）

女子 濱野　希美（吉田中）

小学

男子リレー
相崎康介、児玉智義、関口
晴日（吉田ブルー )

女子リレー
佐藤実花、遠田鈴、佐藤千
佳（川治ガールズＡ）

中学

男子リレー
小野塚光星、中川波葵（吉
田Ｂ）

女子リレー
日向野凛香、北井詩織（南
中女子Ａ)

種別 1　位

小学

３年
以下

男子 柄澤　健琉（中条小）

女子 山賀　　凪（松代小）

４年
男子 児玉成太郎（吉田小）

女子 水落　日子（中条小）

５年
男子 樋熊　柊汰（東小）

女子 小林　　蛍（十日町SC）

６年
男子 井口　尚也（水沢小）

女子 山賀　萌和（松代小）

中学
男子 宮沢　大吾（水沢中）

女子 佐藤　菜月（松代中）

成年 男子

Ｂ 志田　政也（清津JSC)

Ｃ 樋熊　一茂（十日町SC)

Ｄ 富井　　孝（当間SC）

Ｅ 宮沢　伸一（当間SC)

市民スキー選手権大会 問スポーツ振興課（☎ 756-5013）

日２月７日㈰

会吉田クロスカントリー競技場

日２月７日㈰

会まつだいファミリースキー場

クロスカントリー（第45回大会） アルペン競技（第11回大会）

全国大会で十日町市勢が活躍 問スポーツ振興課（☎ 756-5013）

■第53回全国中学校スキー大会（クロカン）

日２月３日㈬～６日㈯

会なよろ健康の森クロスカントリーコース（北

海道）

●女子リレー＝新潟県（日向野凛香・南中・１

走、中嶋陽奈・吉田中・３走）：３位

●女子３㎞クラシカル＝日向野凛香（南中）：

９位

■第65回全国高等学校スキー大会（クロカン）

日２月５日㈮～８日㈪

会青森あじゃらクロスカントリーコース（青森

県）

●男子10㎞フリー＝羽吹唯人（十日町総合）：

　次の３つのスキー大会で、市から出場した選手が活躍しました。

各大会の入賞者を紹介します。（敬称略）２月19日現在

７位

●男子リレー＝十日町高（相崎有哉、関口恭、

中島竜之介、太島綾志）：７位

●女子リレー＝十日町高（小嶋優莉、服部智

子、馬場真穂菜）：６位

■2016年第６回スペシャルオリンピックス

日本冬季ナショナルゲーム

日２月13日㈯～ 14日㈰

会五日町スキー場（南魚沼市）

●ディビジョンＭ５／３㎞フリー＝村越裕太

郎（野口）：１位

●ディビジョンＭ２／４×１㎞リレー＝村越

裕太郎（野口）：１位

【ものづくり・商業・サービス新展開支援補助金】

対中小企業の革新的な商品・サービス開発、生

産性向上のための設備導入

●補助率＝３分の２※上限500万円～ 3,000万

円（申請の種類により異なります）

問中小企業庁技術・経営革新課（☎03-3501-

1816）

【中小企業等の省エネ・生産性革命投資促進事業】

対効率的な省エネ設備（空調・工業炉・給湯な

ど）への更新　

●補助率＝３分の１

問資源エネルギー庁省エネルギー対策課（☎

03-3501-9726）

【小規模事業者持続化補助金】

対小規模事業者が商工会・商工会議所と一体と

なって行う販路開拓の取組み（チラシ作製費

用や商品パッケージ製作費用など）

●補助率＝３分の２※上限50万円（買物弱者

対策などは100万円）

問中小企業庁小規模企業振興課（☎03-3501-

2036）

〈共通〉

問産業政策課（☎757-3139）

中小企業・小規模事業者への助成事業

　国の平成27年度補正予算で実施される事業

の一部を紹介します。詳細は各省庁のホーム

ページをご覧になるか、問い合わせてください。

入湯税額
（１人当り）

現行 改定後

日帰り 50円 100円

宿泊（１泊） 100円 150円



催
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十日町・川西・中里地域と松代・松之山地域間の☎には市外局番 025 が必要ですお知らせ・ガイド

造
機
構
）・
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
十

日
町
・
市
の
担
当
者
に
よ
る
事

業
所
向
け
各
種
支
援
制
度
の
説

明
会
・
申
・
問
十
日
町
商
工
会
議
所

（
☎
７
５
７

｜

５
１
１
１
）

台
湾
地
震
被
災
者
救
援
募
金

●
募
集
期
間
＝
３
月
31
日
㈭
ま
で

●
払
込
先

・
口
座
名

：

台
湾
地
震
被
災
者
救

援
募
金
代
表
・
佐
久
間
豊

・
口
座
情
報

：

【
第
四
銀
行
】
県

庁
支
店
普
通
／
１
３
０
５
３
６

１
、【
北
越
銀
行
】
県
庁
支
店

普
通
／
２
０
１
５
８
６
４
、【
大

光
銀
行
】
新
潟
支
店
普
通
／
３

５
１
３
３
７
０
、【
新
潟
信
用

金
庫
】
出
来
島
支
店
普
通
／
１

０
４
０
２
８
２

※
銀
行
窓
口
・
信
用
金
庫
窓
口
か

ら
振
り
込
ん
で
く
だ
さ
い

問
新
潟
県
知
事
政
策
局
国
際
課

（
☎
０
２
５

｜

２
８
０

｜

５
０

９
８
）

自
動
交
付
機
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

❽
母
子
保
健

❼
国
民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢

　
者
医
療
保
険

❾
子
育
て
支
援

　
児
童
手
当
・
児
童
扶
養
手
当
・

医
療
費
助
成
に
関
す
る
申
請
な
ど

の
受
付

問
❶
〜
❺
市
民
生
活
課
市
民
年
金

係
（
☎
７
５
７

｜

３
１
１
６
※

❻
の
み
☎
７
５
７

｜

３
７
４

８
）、
❼
市
民
生
活
課
国
保
係

（
☎
７
５
７

｜

３
７
３
５
）、
❽

健
康
づ
く
り
推
進
課
母
子
保
健

係
（
☎
７
５
７

｜

９
７
５
９
）、

❾
子
育
て
支
援
課
子
育
て
支
援

係
（
☎
７
５
７

｜

３
７
１
９)

　
各
種
申
請
な
ど
の
受
付

※
健

康
保
険
の
切
り
替
え
は
必
ず
本
人

ま
た
は
家
族
の
届
出
が
必
要
で
す

　
妊
婦
健
診
受
診
票
の
交
付
、
予

防
接
種
・
乳
幼
児
健
診
に
関
す
る

手
続
き

※
母
子
健
康
手
帳
を
持

参
し
て
く
だ
さ
い

　
住
民
票
や
印
鑑
証
明
書
が
必

要
な
機
会
が
増
え
る
時
期
で

す
。ぜ
ひ
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

●
設
置
場
所
＝
本
庁
舎
玄
関

●
利
用
時
間
＝
毎
日
午
前
８
時

〜
午
後
８
時
（
土
・
日
曜
日

も
利
用
可
）

　
利
用
に
は
事
前
登
録
手
続
き

が
必
要
で
す
。
手
続
き
は
、
開

庁
時
間
に
窓
口
へ
お
い
で
く
だ

さ
い
。

●
申
請
者
＝
利
用
者
本
人
の
み

※
代
理
不
可

●
必
要
な
も
の
＝
印
鑑
登
録

証
・
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
・

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
い

ず
れ
か
と
、
写
真
付
き
の
本

人
確
認
書
類
（
運
転
免
許
証

な
ど
）

●
登
録
手
数
料
＝
無
料

●
手
続
き
場
所
＝
市
民
生
活

課
・
各
支
所
市
民
課

届
出
は
お
早
め
に

　
３
月
・
４
月
は
窓
口
が
大
変
混

雑
し
ま
す
。
手
続
き
や
証
明
書
の

発
行
に
時
間
が
か
か
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
特
に
休
日
の
前
後
や
昼

休
み
は
混
雑
し
ま
す
。

本
庁
の
窓
口
業
務
を
延
長

し
ま
す
（
平
日
の
み
）

延
長
窓
口
の
業
務
内
容

❶
戸
籍

❷
住
民
基
本
台
帳

❸
自
動
交
付
機
の
利
用
登
録

❹
印
鑑
登
録
・
証
明
書
の
発
行

❺
自
動
車
臨
時
運
行
許
可

❻
国
民
年
金

　
出
生
届
・
死
亡
届
な
ど
各
種
戸

籍
届
出
の
受
付
、
戸
籍
・
除
籍
・

改
製
原
戸
籍
証
明
書
の
発
行
な
ど

　
各
種
申
請
な
ど
の
受
付

※
年

金
手
帳
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い

●
延
長
期
間

：

３
月
24
日

㈭
〜
４
月
６
日
㈬

●
延
長
時
間

：

午
後
７
時

ま
で

※
本
庁
窓
口
の
み
延
長
し
ま
す

※
延
長
時
間
中
は
対
応
す
る
職
員

が
少
な
く
な
る
た
め
、
お
待
た

せ
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

　
転
入
届
・
転
出
届
・
転
居
届
、

世
帯
主
変
更
届
の
受
付
、
住
民
票

の
写
し
の
発
行
な
ど
。
※
特
例
転

入
な
ど
の
住
基
ネ
ッ
ト
を
利
用
し

た
業
務
は
除
く

市
役
所
窓
口
を
延
長
し
ま
す

　
春
は
就
職
・
転
勤
・
進
学
な
ど
の
届
出
が
多
く
な
り
ま
す
。

こ
の
期
間
、
市
で
は
一
部
の
窓
口
業
務
を
延
長
し
ま
す
。

早い

安い

簡単

　飼い犬は登録と毎年１回の狂犬病予防注射を

受けることが義務付けられています。

￥3,200円

※新規登録犬は登録料（3,000円）も必要

持案内はがき（既登録犬のみ）

●注意事項

・犬の死亡・転入・変更があったときは、届出

が必要です（認印・鑑札・注射済票持参で、

環境衛生課・各支所地域振興課、または集合

注射会場まで）

・犬の老齢や病気などの理由で注射が受けられ

ないときは、獣医師の診察を受け猶予証明書

を発行してもらい、環境衛生課に提出してく

ださい

・時間内に終わるように来場し、犬のふんは飼

い主が責任を持って片付けてください

問環境衛生課環境企画係（☎752-3924）

地域 期　日 会　　場 時　　間

十
日
町

４月
11日㈪

十日町保健所 午前９時30分～11時

旧八箇小学校 午前11時20分～11時30分

吉田山谷集会所 午後１時30分～１時50分

吉田公民館 午後２時～２時15分

高島集会所 午後２時25分～２時40分

羽根川荘 午後３時～３時10分

４月
15日㈮

上新田自治会館 午前９時30分～９時45分

下条公民館 午前10時～10時30分

旧東下組保育所 午前10時45分～10時55分

中条公民館 午前11時10分～11時40分

新水克雪センター 午後１時30分～１時45分

上原集会場 午後２時10分～２時25分

４月
28日㈭

市民体育館 午前９時20分～10時20分

大井田コミュニティセンター 午前10時30分～11時15分

水沢公民館 午後１時30分～２時20分

平成園 午後２時40分～３時

野中地区集会所 午後３時20分～３時30分

５月15日㈰ 市役所本庁 午前９時～11時

川
　
西

４月
26日㈫

室島集落センター 午前９時30分～９時40分

旧川西町克雪管理センター 午前９時50分～10時10分

高齢者コミュニティセンター 午前10時40分～11時

上野地区コミュニティセンター 午前11時20分～11時40分

千手中央コミュニティセンター 午後１時30分～２時20分

地域 期　日 会　　場 時　　間

中
　
里

４月
20日㈬

宮中集落センター 午前９時15分～９時30分

おもやドライブイン 午前10時～10時10分

白羽毛ふれあいセンター 午前10時30分～10時40分

倉俣集落センター 午前11時～11時10分

田代集落センター 午前11時30分～11時40分

旧中里総合センター 午後１時30分～２時

松
　
代

４月
19日㈫

犬伏作業所 午前９時30分～９時40分

松代庁舎 午前10時～10時30分

蒲生生活改善センター 午前10時45分～10時55分

室野克雪管理センター 午前11時10分～11時20分

５月15日㈰ 松代庁舎 午後３時30分～４時

松
之
山

４月
19日㈫

浦田克雪センター 午後１時30分～１時45分

松之山庁舎 午後２時５分～２時30分

布川防雪センター 午後２時45分～３時

スキー場駐車場 午後３時15分～３時30分

他５月15日㈰ 津南町役場 午後１時30分～２時15分

※他地域の会場でも受けることができます

日・会

平成28年度　犬の登録・狂犬病予防注射のお知らせ

　
旅
券
（
パ
ス
ポ
ー
ト
）

事
務
・
公
的
個
人
認
証
（
電

子
証
明
書
）
事
務
は
延
長

し
ま
せ
ん
。
午
後
５
時
ま

で
に
窓
口
に
お
い
で
く
だ

さ
い
。

注　　意

戸
籍
や
住
民
票
な
ど
の
請

求
時
に
本
人
確
認
を
し
て

い
ま
す

　
戸
籍
法
お
よ
び
住
民
基
本
台
帳

法
に
基
づ
き
、
戸
籍
や
住
民
票
な

ど
の
請
求
時
に
本
人
確
認
を
し
て

い
ま
す
。
申
請
す
る
と
き
は
、
運

転
免
許
証
や
住
基
カ
ー
ド
（
写
真

付
き
）
な
ど
の
本
人
確
認
書
類
を

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。



Serialization corner 連載コーナー

里
山
で
育
ま
れ
た
知
恵
や
技
を
ぜ
ひ
紹
介
し
て
く
だ
さ
い
。
自
薦
他
薦
は
問
い
ま
せ
ん
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
企
画
政
策
課
広
報
広
聴
係
☎
７
５
７

｜

３
１
１
２
ま
で

市報とおかまち

連載コーナー Serialization corner

　国道253号線沿いのふれあい市場は
毎年５月～ 11月に開設（水・土・日
曜日営業）。中部地区から集まった山
菜や野菜が並びます。昨年秋には販売
所をリニューアルし、ビオトープやミ
ニステージも整備しました。

　11月には、菅刈・松代田沢集
落とかねてから交流のあった八王
子市で「いちょう祭り」に参加。
自慢のきのこ汁と新米や野菜を販
売しました。

　県内外から訪れる人々は田植えや
稲刈り・ホタル見物やイベント体験
などを通じて、里山の暮らしに魅了
されています。昨年ブログを見て来
た新潟市の親子は、田植え体験です
っかり土地を気に入り、度々来訪。
稲刈りでは、刈り入れた米の購入を
即決していました。
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親父が生活のために仕込んだ技
今でも手が覚えている

尾
身 

孝
さ
ん
（
鉢
・
79
歳
）

竹
細
工

み
ん
な
の「
帰
る
場
所
」で
あ
り
続
け
る
た
め
に

松
代
お
や
っ
こ
村

　
松
代
中
部
地
区
の
有
志
で
構
成
さ
れ
、
農
業
の
存
続
や
里
山
の
保
全
・
再
生
を
目
指

す
「
松
代
お
や
っ
こ
村
」。
里
山
の
暮
ら
し
を
体
験
す
る
場
を
提
供
し
、〝
ふ
る
さ
と
〞

を
感
じ
て
も
ら
う
事
で
都
市
部
に
住
む
人
と
お
や
っ
こ
（
＝
親
戚
）
の
よ
う
な
関
係
を

育
ん
で
い
ま
す
。
そ
の
ほ
か
に
も
農
産
物
販
売
・
ビ
オ
ト
ー
プ
の
整
備
・
県
外
企
業
と

連
携
し
た
健
康
茶
原
料
の
出
荷
な
ど
、
精
力
的
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

◆
問
合
せ

：

会
長
・
富
澤
恵
子
さ
ん
（
☎
５
９
７
―
２
２
８
５
）

活
動
を
紹
介
し
た
い
団
体
を
募
集
し

て
い
ま
す

ひ
と
サ
ポ
　
☎
７
６
１

｜

７
４
４
４

市民活動
ネットワ

ークひと
サポが、

旬な人・
団体を紹

介します
。

連載コーナー

96

　「
里
山
や
人
の
ぬ
く
も
り
を
生
か
し
、

都
会
の
人
と
お
や
っ
こ
の
よ
う
に
繋
が

れ
た
ら
」
と
平
成
25
年
か
ら
地
道
に
活

動
し
て
き
ま
し
た
。
毎
年
訪
れ
て
い
る

杉
並
お
や
じ
遊
友
塾
の
皆
さ
ん
は
、
草

刈
・
除
雪
の
手
伝
い
や
、
ア
ン
デ
ス
音

楽
の
路
上
ラ
イ
ブ
を
開
催
す
る
な
ど
、

交
流
が
続
い
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
ド
イ

ツ
で
旅
行
企
画
に
携
わ
る
日
本
人
か
ら

農
業
体
験
の
問
い
合
わ
せ
も
あ
り
、
関

係
は
海
外
に
広
が
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　
神
奈
川
県
で
健
康
茶
会
社
を
営
む
山

岸
英
明
さ
ん
（
蒲
生
出
身
）
は
故
郷
の

役
に
立
ち
た
い
と
、
十
日
町
産
ど
く
だ

み
茶
の
製
造
を
会
に
打
診
。
一
昨
年
か

ら
原
料
出
荷
を
始
め
、
今
後
は
生
産
拡

大
を
目
指
し
て
耕
作
放
棄
地
で
の
ど
く

だ
み
栽
培
も
検
討
し
て
い
ま
す
。

　
会
長
の
富
澤
さ
ん
（
64
歳
・
太
平
）

は
「
続
け
る
に
は
収
益
や
資
金
確
保
も

大
切
。
昨
年
は
県
や
企
業
助
成
で
新
し

い
直
売
所
や
メ
ダ
カ
す
く
い
が
で
き
る

ビ
オ
ト
ー
プ
を
造
り
ま
し
た
。
春
か
ら

は
散
策
道
を
整
備
し
て
子
ど
も
た
ち
の

遊
び
場
に
も
し
た
い
」
と
語
り
ま
す
。

「
帰
る
場
所
」
は
、
地
域
や
世
代
を
越
え

て
守
り
育
て
る
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　竹細工は昔から重宝さ
れていて、その見た目は
美しく、まさに芸術品。
里山の暮らしが詰まった
もので後世に伝えていき
たい伝統技術だと思いま
した。

❶

❺

❷

❸ ❹

お
ら
ほ
の

た
か
ら

｜ 

つ
な
ぐ
知
恵
と
技 

｜

10

地
域
お
こ
し
協
力
隊

落
合 

勇
多
さ
ん

取
材
し
た
人

場
、男
衆し

ょ

は
竹
細
工
や
わ
ら
細
工
を
作
り
、

女
衆し

ょ

は
出
機
を
し
て
い
ま
し
た
。

　
秋
に
２
５
０
本
く
ら
い
竹
を
収
穫
。「
山

が
管
理
さ
れ
な
く
な
っ
た
ら
、
ひ
ね
く
れ

た
竹
が
多
く
な
っ
た
」。

　
売
り
に
出
す
こ
と
が
な
く
な
っ
た
今
で

も
毎
年
恒
例
の
仕
事
。「
竹
と
向
き
合
う

作
業
は
、
冬
を
過
ご
す
た
め
の
時
間
。
作

り
た
い
と
き
に
作
っ
て
、疲
れ
た
ら
休
む
。

そ
れ
で
も
勝
手
に
手
が
動
き
ま
す
」。

　「
親
父
が
体
が
弱
く
て
。
家
の
こ
と
を

よ
く
手
伝
わ
さ
れ
た
。
竹
細
工
も
み
っ
ち

り
仕
込
ま
れ
た
も
ん
さ
」。

　
孝
さ
ん
は
小
学
校
の
こ
ろ
か
ら
竹
細
工

を
習
い
、
中
学
生
に
な
る
と
材
料
作
り
か

ら
全
て
自
分
で
こ
な
し
ま
し
た
。「
1
月

の
節
季
市
に
出
す
っ
て
ん
で
、
正
月
は
ほ

と
ん
ど
仕
事
。
遊
べ
な
か
っ
た
な
ぁ
」。

家
庭
で
使
う
の
は
も
ち
ろ
ん
、
家
計
の
大

切
な
収
入
源
で
し
た
。
ど
こ
の
家
も
、
冬

❶竹割り作業。「簡単そう

に見えて難しいやんだ」。

❷専用の道具で太さを揃え

ます。道具類は代々のも

の。❸編むだけなら２～３

時間でできるそう。❹一冬

で20～30個作成「小さく

て難しいものを編む。少な

い材料で時間を多く使える

から」。❺慣れた手付きに

釘付けの落合さん。
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水沢小学校
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　お菓子でいっぱいの世界に行
ってみたいなと思ってかきまし
た。くっきり線が出るように工
夫してほりました。

　友だちとイカさきをしている
ところを描きました。イカや風
景のリアルさがでるように、色
ぬりを工夫しました。思い出を
上手に絵に表わすことができた
と思います。

　海の模様のたまごがわれる
と、中からくじら、かに、たこ
などが出てきました。水の色を
いろいろな色でぬって、明るい
海になるようにしました。

お
菓
子
の
世
界

島
田
　
小さ

夏な

さ
ん
（
３
年
）

難
し
い
イ
カ
さ
き
体
験

柳
　
優ゆ

羽う

さ
ん
（
６
年
）

元
気
に
お
よ
ぐ
魚
た
ち

鹿
島
　
優ゆ
う
し
ん心

さ
ん
（
２
年
）

　

ソ
リ
遊
び
を
し
て
い
る
様

子
を
か
き
ま
し
た
。
白
と
黒

の
区
別
が
ち
ゃ
ん
と
つ
く
よ

う
に
、
雪
の
感
じ
が
で
る
よ

う
に
、
て
い
ね
い
に
ほ
り
ま

し
た
。

　

今
年
の
え
と
の
サ
ル
が
バ

ン
ザ
イ
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。
は
ん
を
大
き
く
つ
く
っ

て
、
せ
の
た
か
い
サ
ル
に
し

ま
し
た
。
う
で
や
目
の
い
ち

も
く
ふ
う
し
ま
し
た
。

　

音
楽
交
歓
会
で
リ
コ
ー
ダ

ー
を
ふ
い
て
い
る
と
こ
ろ
を

版
画
に
し
ま
し
た
。
指
が
リ

ア
ル
に
見
え
る
よ
う
に
細
か

く
ほ
り
ま
し
た
。
上
手
に
で

き
て
よ
か
っ
た
で
す
。

ソリをしている自分

宮沢悠
ゆ

衣
い

茄
な

さん（４年）

バンザイ！バンザーイ！！

宮嶋　開
かいせい

晴さん（１年）

リコーダーをふく私

樋口あおいさん（５年）


